
飛
鳥
寺
を
背
に
入
鹿
の

首
塚
の
前
で

視
線
の
先
に

甘
樫
丘
が
あ
り
ま
す
。



飛
鳥
板
葺
宮

皇
極
天
皇
が
造
営
し
た
宮
、
屋
根
を

板
葺
に
し
た
め
に
名
付
け
ら
れ
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
の
行
わ
れ
た
場
所
。



石
舞
台

蘇
我
馬
子
の
墓
と
す
る
説
が
有
力

こ
こ
は
島
の
庄
で
、
島
宮
跡
で
あ

る
。
三
十
九
個
の
石
で
、
二
千
三

百
ト
ン
で
あ
る
。t



甘
樫
丘
か
ら
西
を
見
る

畝
傍
山
と
二
上
山



甘
樫
丘
か
ら
北
を
見
る

左
側
耳
成
山

右
側
香
久
山



甘
樫
丘
か
ら
東
を
見
る

目
の
前
に
飛
鳥
寺
が
見
え
る
。

丘
の
麓
に
蘇
我
本
宗
家
が
あ
っ
た
、

中
大
兄
と
鎌
足
は
、
変
後
飛
鳥
寺

に
入
り
軍
備
を
固
め
対
峙
し
た
。



中
大
兄
三
山
歌
一
首

播
磨
に
旅
を
し
た
時
に
そ
の
地
の
伝

説
を
聞
い
て
弟
と
の
恋
争
い
を
思
い

浮
か
べ
て
詠
ん
だ
歌

◦

高

山

波
。
雲
根
火
雄
男
志
等

◦

か
ぐ
や
ま
は

う
ね
び
を
を
し
と

◦

耳

梨

與
。
相

諍

競

伎

◦

み
み
な
し
と

あ
ひ
あ
ら
そ
い
き

◦

神

代

従
。
如

此

璽
有
良
之
。

◦

か
み
よ
よ
り
。
か
く

な
る

ら
し
。

◦

古

昔

母
。
然
璽
有

許
曾
。

◦

い
に
し
へ
も
。
し
か
な
れ
こ
そ
。

◦

虚

蝉

毛
。
嬬

乎
。

◦

う
つ
せ
み
も
。
つ
ま
を
。

◦

相
格

良

思
吉

◦

あ
ら
そ
ふ
ら
し
き
。

◦

巻
一

十
三



中
大
兄
皇
子
が
、
近
江
蒲
生
野
に

游
猟
し
給
う
た
時
額
田
王
作
歌

◦

茜

草

指
。
武

良

前

野

逝

◦

あ
か
ね
さ
す
。
む

ら
さ
き

の
ゆ
き

◦

標

野

行
。
野

守

者
不
見
哉
。

◦

し
め
の
ゆ
き
。
の
も
り

は
み
ず
や
。

◦

君

之
袖

布
流
。

◦

き
み
か
そ
で
ふ
る
。

◦

巻
一

二
十

◦

大
海
人
皇
子
答
歌

明
日
香
宮
御
宇
天
皇

◦

紫

草

能
。
爾
保
敝
類
妹

乎
。

◦

む
ら
さ
き
の
。
に
ほ
へ
る
い
も
を
。

◦

爾
苦
久
有

者
。
人

嬬

故

爾
。

◦

に
く
く
あ
ら
ば
。
ひ
と
づ
ま
ゆ
ゑ
に
。

◦◦

吾

恋

目
八
方
。

◦

わ
れ
こ
ひ
め
や
も
。

◦

巻
一

二
十
一

◦




